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研究概要  

ヨサファット研究室が、マイクロ波リモートセンシング分野における研究開発を通して、当セン

ターを、アジア太平洋をはじめ、世界におけるマイクロ波センサ搭載の小型衛星、地上実証実験

用の大型無人航空機、SAR 画像の情報抽出と応用開発の拠点機関とすることが目標である。この

目標を実現するために、現在に至るまで検討した掩蔽 GPS 搭載小型衛星（GAIA-I）と円偏波合成

開口レーダ（CP-SAR）搭載小型衛星（GAIA-II）の研究開発を継続し、国内外の研究教育機関と国

際共同開発を行っている。本研究によって、GAIA-I 小型衛星による電離層・地表層の観測、及び、

世界初、CP-SAR 搭載の GAIA-II 小型衛星のフル円偏波による地表層観測と災害監視システムを実

現する。この小型衛星から取得された衛星データとその応用開発の運営も国内外の研究機関及び

民間の研究者と連携する。また、地上実証実験用の大型無人航空機の開発では、今後、各種のマ

イクロ波センサが小型衛星に搭載される前に、当研究室が独自に開発したアジアで最大の大型無

人航空機（UAV）に搭載して、2013 年から地上実証実験を実施し、性能評価をする。この UAV の

研究開発は国内外の研究教育機関、企業などと連携しているので、当センターの全国共同利用共

同研究施設の活動にも貢献する。上空 4 km まで飛行可能なこの UAV は CP-SAR センサをはじめ、

GPS-SAR、GPS-RO、ライダー、放射能測定機などを搭載できるので、将来、被災域の監視をはじめ、

詳細標高データの生成、電離層の観測、土砂崩れの予測、火山噴火の観測、夜間遭難事故の捜索

など、様々な環境観測と緊急災害観測に活用できると期待している。 

SAR 画像の情報抽出と応用開発では、今後、高精度微分干渉合成開口レーダ（DInSAR）と恒久

散乱体を用いた干渉合成開口レーダ（PS-InSAR）による世界各国の大都市における地殻変動とそ

の被害の観測を継続する。当研究室は、SAR 画像処理の研究開発を実施し、今後もその他の国内

外の教育研究機関、企業、民間の研究者などと共同研究を拡大して、ALOS-2、TerraSAR-X などを

使用する高精度 SAR 画像処理の研究開発を推進する。 

当研究室は、マイクロ波リモートセンシング分野における高度技術の研究開発とその応用を国

内外に展開させるために、若手研究者の国際人材育成が重要な役割をもつと認識しているので、

センター内の各研究室、学内関連部局、海外協定校と研究教育機関などと連携して、応募者が推

進したダブルディグリー（DD）プログラムなどにより、様々な専門分野の若手研究者の国際教育

研究交流を展開する。この国際共同研究教育の活動を通して、共同利用・共同研究拠点としての

当センターの研究と教育活動にも貢献していく。 


